
内容
特定健診結果／遠州の小京都

今月の表紙
明日は舞の本番！
　飯田の祇園祭り、山名神社天王祭が
7月12日から3日間行われ、13、14日に
は国指定重要無形民俗文化財の舞楽
８段が奉納されました。12日の午後には、
お舞の練習が舞屋で本番同様太鼓や
笛の音に合わせて行われました。
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特定健診結果

特定健診結果、ここをチェック！

内臓脂肪の蓄積で、分泌される悪い物質が増えて、血管の炎症や血栓を作りやすい状
態を引き起こします。そのため、動脈硬化を抑える良い物質が減少し動脈硬化が進みや
すくなるのです。

特
定
健
診
は
受
診
し
ま
し
た
か
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
腹

部
の
内
臓
に
脂
肪
が
つ
き
、
そ
の
上
、
血

圧
や
血
糖
が
高
い
、
血
中
の
脂
質
が
多
い

な
ど
の
症
状
が
2
つ
以
上
重
な
っ
た
状
態

を
い
い
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
、
血
管
は

か
た
く
、
も
ろ
く
な
り
、
破
れ
た
り
、
詰

ま
っ
た
り
し
て
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

脂
肪
細
胞
か
ら
悪
玉
物
質
が
分
泌
さ
れ
、

血
圧
を
上
げ
た
り
、
血
糖
値
を
上
げ
た
り

す
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
体
に
よ
い
働
き

を
す
る
善
玉
物
質
が
減
っ
た
り
、
働
き
が

鈍
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
、

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け

た
ら
、
必
ず
健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。健

診
結
果
が
「
前
回
の
健
診
結
果
と
比

べ
て
ど
う
な
の
か
？
」「
異
常
と
な
っ
て
い

る
項
目
は
何
な
の
か
？
」「
生
活
習
慣
と
の

関
係
は
ど
う
な
の
か
？
」
な
ど
、
あ
な
た

の
身
体
の
状
態
や
生
活
習
慣
と
の
関
係
を

教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係　

1
8
5
ー
6
3
3
0

検査の目的・考え方など

健
診
期
間
は
平
成
２6
年
１
月
３１
日
ま
で

身体計測

肝機能

血　圧

代謝系

血中脂質

インスリン
抵抗性

腎機能

血液

身長

体重

BMI

腹囲

GOT

GPT

γーGTP

収縮期血圧

拡張期血圧

尿酸

中性脂肪

HDLコレステロール

LDLコレステロール

血糖（空腹時）

HbA1c（NGSP値）

尿糖

クレアチニン

尿蛋白

赤血球

血色素量

ヘマトクリット値

～24.9

男 ～84.9cm
女 ～89.9cm

～30U/I

～30U/I

～50U/I

～129mmHg

～84mmHg

～6.9mg/dl

～149mg/dl

40～80mg/dl

60～119mg/ｄｌ

～99mg/dl

～5.5％ ※

（－）

男 ～1.0mg/ｄｌ
女 ～0.79mg/dl

（－）

男 400～539万/mm3
女 360～489万/mm3
男 13.1～16.6g/dl
女 12.1～14.6g/dl
男 38.5～48.9％
女 35.5～43.9％

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子

※平成25年度の特定健診から従来のJDS値からNGSP値に変更になったことにより、
　基準値がおよそ0.4％高くなっています。   

検査項目 基準値

血
管
へ
の
影
響

血
管
の
易
血
栓
化

身体の大きさ

細胞内に取り込まれ
ず、血液中に余ったブド
ウ糖の量から糖の代謝
異常を調べる

動脈硬化の進み具合
の指標

血管の傷み具合はどう
か

脂肪肝や飲酒による
肝臓の異常を調べる

内臓脂肪がたまってい
るか調べる

ｅ-GFR（糸球体ろ過量）を
算出し、腎機能を評価

貧血や血栓になりやすさを
調べる
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❶

必
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の
項
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自
覚
症
状
が
で
て
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遅
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腎
不
全
を
予
防
し
ま
す

「
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
値
」
と
年
齢
・
性

別
か
ら
算
出
さ
れ
た
腎
機
能
を
み
る
指
標 

ｅ
｜
Ｇ
Ｆ
Ｒ
（
糸
球
体
ろ
過
量
）
を
確
認

し
ま
す
。

腎
臓
は
、
体
内
の
余
分
な
水
分
・
老
廃

物
を
尿
と
し
て
体
外
へ
出
す
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
腎
臓
の
血
管
は
毛
細
血
管
の
か

た
ま
り
で
、
血
管
が
傷
つ
く
こ
と
に
よ
っ

て
腎
臓
の
機
能
は
落
ち
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
年
齢
と
共
に
低
下
し
ま
す
。

ｅ
｜
Ｇ
Ｆ
Ｒ
は
１
分
間
に
ど
れ
く
ら
い

尿
を
つ
く
る
仕
事
が
で
き
る
か
の
指
標
と

な
り
、
ｅ
｜
Ｇ
Ｆ
Ｒ
60
と
は
60
％
の
仕
事

量
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
数
値
（
60
％

以
上
）
は
腎
臓
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の
た
め
に
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Ｆ
Ｒ
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（
内
臓
脂
肪
症
状
群
）に
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す

◆
日
時　

11
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

◆
場
所　

森
町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◆
講
師　

磐
田
市
立
総
合
病
院
腎
臓
内
科

　
　
　
　

部
長　

古
谷　

隆
一  

医
師

講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

ととととととと
遅
います性

演
会
の
お
知
ら
せ

演
会
の
お
知
ら
せ

演
会
の
お
知
ら
せ

演
会
の
お
知
ら
せ

講講講講講
演
会
の
お
知
ら
せ

大
切
な
腎
臓
を
守
る
方
法
を

知
り
た
い
人
に
…

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

し
て

の
か

よ
っま

ら
い

標

部
長

古
谷

隆
一 

医
師

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

集
団
健
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
、

ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
検
診
日　

10
月
28
日（
月
）

◆
受
付
時
間　

受
診
内
容
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。（
詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課
保
健

係
ま
で
）

◆
会
場　

森
町
中
央
体
育
館

◆
内
容　

特
定
健
診（
国
保
・
社
保
な
ど
の

扶
養
の
人
）・
基
本
健
診
・
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検

診
・Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
・
前
立
腺
が

ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・
腹

部
エ
コ
ー・
骨
密
度
検
診
・
胸
部
検
診（
胸

部
検
診
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
希
望
す
る
人
は
、10
月

10
日（
木
）ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ウエスト径周囲（へそ周り）→男性85.0cm以上／女性90.0cm以上（内臓脂肪面積が100cm2以上に相当）

①中性脂肪150mg/dℓ以上
②ＨＤＬコレステロール40mg/dℓ未満
　（どちらかひとつでも該当）

③最高（収縮期）血圧130㎜Hg以上
④最低（拡張期）血圧85㎜Hg以上
　（どちらかひとつでも該当）

⑤空腹時血糖値の場合
　110mg/dℓ以上

２項目以上当てはまると…メタボリック該当者
１項目当てはまると………メタボリック予備群

〜
健
診
結
果
は
あ
な
た
の
生
活
を
見
つ
め
る
よ
い
機
会
で
す
。

　
　
　
　
　

自
覚
症
状
で
判
断
せ
ず
、毎
年
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。〜

慢
性
腎
臓
病
予
防
講
演
会

内臓脂肪蓄積

内臓脂肪蓄積

高血糖高血圧血清脂質異常

内臓脂肪から分泌される物質の影響

自分はメタボリック？
①～⑤の項目から
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な
り
、
ｅ
｜
Ｇ
Ｆ
Ｒ
60
と
は
60
％
の
仕
事

量
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
数
値
（
60
％

以
上
）
は
腎
臓
の
機
能
維
持
の
た
め
に
も

重
要
な
値
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
腎
臓
の
仕
事
量
ｅ
｜
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の

値
を
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
腎
機
能

低
下
が
慢
性
的
に
続
く
病
気
の
「
慢
性
腎

臓
病
（
C
K
D
）
」
は
、
現
在
成
人
の
お

よ
そ
8
人
に
1
人
が
発
症
す
る
と
い
わ
れ

る
頻
度
の
高
い
病
気
で
す
。
自
覚
症
状
が

な
く
ひ
そ
か
に
進
ん
で
し

ま
う
慢
性
腎
臓
病
。
ｅ
｜

Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
低
下
が
わ
か
れ

ば
生
活
改
善
や
治
療
に
よ

っ
て
重
症
化
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

❶
の
項
目
か
ら
わ
か
る
こ
と

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
状
群
）に
な
っ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す

◆
日
時　

11
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

◆
場
所　

森
町
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◆
講
師　

磐
田
市
立
総
合
病
院
腎
臓
内
科

　
　
　
　

部
長　

古
谷　

隆
一  

医
師

講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

講
演
会
の
お
知
ら
せ

ととととととと
遅
います性

演
会
の
お
知
ら
せ

演
会
の
お
知
ら
せ

演
会
の
お
知
ら
せ

演
会
の
お
知
ら
せ

講講講講講
演
会
の
お
知
ら
せ

大
切
な
腎
臓
を
守
る
方
法
を

知
り
た
い
人
に
…

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

し
て

の
か

よ
っま

ら
い

標

部
長

古
谷

隆
一 

医
師

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

追
加
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

集
団
健
診
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
、

ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
検
診
日　

10
月
28
日（
月
）

◆
受
付
時
間　

受
診
内
容
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。（
詳
し
く
は
役
場
保
健
福
祉
課
保
健

係
ま
で
）

◆
会
場　

森
町
中
央
体
育
館

◆
内
容　

特
定
健
診（
国
保
・
社
保
な
ど
の

扶
養
の
人
）・
基
本
健
診
・
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検

診
・Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
・
前
立
腺
が

ん
検
診
・
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・
腹

部
エ
コ
ー・
骨
密
度
検
診
・
胸
部
検
診（
胸

部
検
診
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
希
望
す
る
人
は
、10
月

10
日（
木
）ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ウエスト径周囲（へそ周り）→男性85.0cm以上／女性90.0cm以上（内臓脂肪面積が100cm2以上に相当）

①中性脂肪150mg/dℓ以上
②ＨＤＬコレステロール40mg/dℓ未満
　（どちらかひとつでも該当）

③最高（収縮期）血圧130㎜Hg以上
④最低（拡張期）血圧85㎜Hg以上
　（どちらかひとつでも該当）

⑤空腹時血糖値の場合
　110mg/dℓ以上

２項目以上当てはまると…メタボリック該当者
１項目当てはまると………メタボリック予備群

〜
健
診
結
果
は
あ
な
た
の
生
活
を
見
つ
め
る
よ
い
機
会
で
す
。

　
　
　
　
　

自
覚
症
状
で
判
断
せ
ず
、毎
年
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。〜

慢
性
腎
臓
病
予
防
講
演
会

内臓脂肪蓄積

内臓脂肪蓄積

高血糖高血圧血清脂質異常

内臓脂肪から分泌される物質の影響

自分はメタボリック？
①～⑤の項目から



4

環
境
保
全
・
住
み
よ
い
町
に

森
町
環

境
衛
生
自

治
推
進
協

会
（
太
田

康
雄
会
長
）

は
6
月
26

日
、
会
員

約
60
人
が

出
席
し
、

文
化
会
館

小
ホ
ー
ル

で
今
年
度
総
会
を
開
き
事
業
計
画
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
衛

生
功
労
団
体
と
し
て
、
泉
陽
中
生
徒
会

が
表
彰
さ
れ
、
環
境
衛
生
指
導
者
と
し

て
前
会
長
の
亀
澤
進
氏
に
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
終
了
後
に
は
、

県
危
機
管
理
部
の
渡
邉
裕
之
主
査
に

よ
る
「
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
を
考
え

る
〜
そ
の
と
き
、
わ
た
し
た
ち
は
何
を

す
べ
き
か
〜
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開

か
れ
、
自
分

た
ち
に
と
っ
て

身
近
な
災
害
時

の
ト
イ
レ
に
つ

い
て
の
話
に
、

出
席
者
ら
は
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
に

生徒たちに啓発用グッズを配るメンバーたち

南
磐
田
地
区
保
護
司
会
森
支
部
（
中

山
宣
博
支
部
長
）
は
7
月
1
日
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
で
、
泉
陽
、

森
、
旭
が
丘
の
各
中
学
校
の
登
校
時
間

に
あ
わ
せ
、
森
地
区
更
生
保
護
女
性
会

と
合
同
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
ら
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間
で
す
」
と
登
校
す
る
生
徒
ら

に
呼
び
か
け
、
蛍
光
マ
ー
カ
ー
ペ
ン
な

ど
が
入
っ
た
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
ま

し
た
。
63
回
目
を
迎
え
る
こ
の
全
国
的

な
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を

な
く
し
、
あ
や
ま
ち
か
ら
の
立
ち
直
り

を
支
え
て
い
け
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

板�掲�示�

第
35
回
森
町
荒
茶
品
評
会
が
7
月
19

日
、
遠
州
中
央
農
協
森
町
茶
業
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
森
の
茶
の
品
質

向
上
や
生
産
者
の
技
術
向
上
を
図
る
目

的
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
同
品
評
会
に

は
、
町
内
の
生
産
者
か
ら
ハ
サ
ミ
の
部

13
点
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
に
よ
る
香

気
・
水
色
・
滋
味
・
外
観
の
4
項
目
に

つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査

員
長
の
中
遠
農
林
事
務
所
茶
業
農
産
課

小
林
利
彰
茶
業
班
長
か
ら
「
今
年
は
凍

霜
害
の
影
響
で
出
品
数
は
減
っ
た
も
の

の
、
良
質
で
優
劣
つ
け
が
た
く
、
滋
味

も
そ
ろ
い
良
い
も
の
が
多
か
っ
た
」
と

評
価
を
得
ま
し
た
。

審
査
結
果
【
ハ
サ
ミ
の
部
（
一
番
茶
）】

優
等

鈴
木
邦
明

一
等

遠
州
森
茶
農
協

二
等

結ゆ

い
ま
ー
る
（
株
）

三
等
一
席

花
島
園

三
等
二
席

三
倉
茶
農
協

交
通
事
故
根
絶
を
目
指
す

出品された茶を品評する審査員

森
町
荒
茶
品
評
会
　
優
等
に

鈴
木
邦
明
さ
ん
（
向
天
方
上
）

森
町

交
通
安

全
対
策

委
員
会

は
、
夏

の
交
通

安
全
県

民
運
動

が
始
ま

っ
た
7

月
11
日
の
朝
、
町
内
5
箇
所
で
袋
井
警

察
署
や
交
通
安
全
協
会
、
安
全
運
転
管

理
協
会
な
ど
の
同
委
員
会
関
係
者
ら
約

1
5
0
人
が
参
加
し
、「
交
通
事
故
根

絶
（
コ
ー
ン
絶
）」
に
か
け
て
町
特
産

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
2
0
0
本
を
運
転
手

ら
に
配
り
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
7
月
17
日
に
三
倉
地
区
の

主
要
地
方
道
袋
井
春
野
線
で
乗
用
車
と

オ
ー
ト
バ
イ
が
絡
む
死
亡
事
故
が
起
き

た
の
を
受
け
、
7
月
21
日
大
石
順
二
署

長
指
揮
の
も
と
袋
井
警
察
署
や
交
通
安

全
協
会
、
安

全
運
転
管
理

協
会
員
ら
約

30
人
が
街
頭

広
報
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

表彰された泉陽中加藤校長たち

三倉地区での広報活動

総会の様子

安全運転を呼びかける関係者たち



▲写真集森の色に掲載の講演会の様子

▲7月末に森川橋近くに移設された杭迫柏樹
氏書「森町の賦」

森
町
の
賦
が
詠
ま
れ
た
日
は
、
大
正
12
年
7
月
3
日�

裏
付
け
資
料
が
次
々
発
見
さ
れ
ま
し
た�

三
方
を
山
に
囲
ま
れ
南
部
一
帯
に
平
野
が

広
が
っ
て
い
て
、
帯
の
よ
う
に
太
田
川
が
流

れ
、
左
右
に
に
ぎ
や
か
な
町
並
み
が
あ
る
 

三
味
線
や
太
鼓
の
お
囃
子
、
に
ぎ
や
か
な

唄
が
川
の
流
れ
を
隔
て
て
絶
え
間
な
く
聞
こ

え
て
く
る

そ
の
様
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
風
情
で
は
な

い
ま
さ
に
遠
州
の
小
京
都
で
あ
る

し
し
ゆ
う
�

し
ょ
う
へ
い
�

問
い
合
わ
せ
先

森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

1
8
5
ー

1
1
1
2 

▲大正元年撮影の森川橋付近

��森
町
を
「
小
京
都
」
と
称
え
た
の
は
、
早

稲
田
大
学
教
授
で
近
代
を
代
表
す
る
地
理
学

者
志
賀
重
昴
で
、
「
森
町
の
賦
」
（
七
言
絶

句
・
森
町
を
称
え
そ
の
土
地
の
神
々
が
喜
ぶ

詩
）
が
最
初
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
原
文
は
、

扇
面
に
墨
書
さ
れ
森
小
学
校
に
掲
げ
ら
れ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
は
、
昭

和
7
年
2
月
に
森
尋
常
小
学
校
の
編
集
し
た

「
郷
土
誌
」
に
紹
介
さ
れ
、
明
治
40
年
ご
ろ

に
志
賀
が
来
町
し
た
折
、
詩
を
賦
し
た
と
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
元
森
町
長
で
あ
っ
た

村
松
久
吉
氏
は
、「
中
遠
の
伝
承
古
事
」
の

な
か
で
、「
大
正
の
始
め
に
周
智
郡
教
育
会

主
催
の
夏
期
講
習
会
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ

た
志
賀
重
昴
先
生
は
、
森
川
橋
の
際
の
大
黒

屋
に
泊
ま
っ
て
お
ら
れ
た
。
夕
涼
み
に
森
川

橋
の
上
で
、
四
周
を
眺
め
作
ら
れ
た
の
が
森

町
之
賦
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
た
め
、
今

ま
で
詠
ま
れ
た
年
は

謎
で
し
た
。
�

教
育
委
員
会
で
は
、

昨
年
秋
に
森
町
が
全

国
京
都
会
議
に
加
盟

し
た
こ
と
も
あ
り
、

「
森
町
の
賦
」
が
い

つ
詠
ま
れ
た
の
か
を

調
査
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
応
え
て
あ
る
町

民
か
ら
、
山
口
写
真

館
（
新
町
）
発
行
の

写
真
集
「
大
正
12
年
　
森
の
色
　
第
二
号
」

の
中
に
志
賀
講
演
会
の
写
真
を
発
見
し
た
と

報
告
が
あ
り
、
確
認
す
る
と
解
説
に
は
「
志

賀
重
昴
先
生
ノ
大
氣
焔
　
演
題
（
世
界
ニ
於

ケ
ル
日
本
）
大
正
12
年
7
月
3
日
」
と
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
史
料
の
藤
江
金

兵
衛
日
記
や
山
本
幸
七
日
記
に
も
同
年
月
日

に
志
賀
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
講
演
会
の
日
は
大
正
12
年

7
月
3
日
と
確
定
し
ま
し
た
。
両
日
記
に
は
、

日
付
以
外
に
も
講
演
会
に
つ
い
て
、
県
庁
を

は
じ
め
、
掛
川
中
・
見
付
中
・
中
泉
農
学
校

の
校
長
ま
で
も
が
拝
聴
し
、
会
場
は
、
森
小

学
校
の
雨
天
体
操
場
（
福
川
泉
吾
氏
寄
贈
）

で
、
正
午
か
ら
開
催
さ
れ
、
夕
方

5
時
に
散
会
し
た
と
あ
り
、
天
候

は
雨
で
そ
の
夜
は
宴
会
が
催
さ
れ

た
と
あ
り
ま
す
。
志
賀
重
昴
に
関

す
る
他
の
資
料
と
併
せ
て
推
測
す

る
と
、
志
賀
は
、
第
3
回
目
の
世

界
視
察
（
中
東
・
東
欧
諸
国
）
を

終
え
横
浜
か
ら
郷
里
岡
崎
市
へ
の

帰
途
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
世
界

視
察
の
興
奮
が
冷
め
や
ら
な
い
ま

ま
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
�

大
正
元
年

の
森
川
橋
と

大
黒
屋
付
近

の
写
真
を
見

れ
ば
、
山
紫

水
明
な
風
情

が
あ
り
、
京

都
鴨
川
を
思

わ
せ
る
景
色

が
あ
っ
て
、

「
森
町
の
賦
」

の
意
味
が
身

近
に
伝
わ
る

よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。
�

教
育
委
員
会
で
は
、
7
月
6
日
に
「
遠
州

の
小
京
都
文
化
財
め
ぐ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
40

人
バ
ス
1
台
で
、

袋
井
・
磐
田
を

巡
回
し
た
後
、

森
町
の
主
要
地

を
一
周
し
、
森

川
橋
か
ら
志
賀

の
見
た
小
京
都

た
る
ゆ
え
ん
を

探
訪
し
ま
し
た
。
�

�

▲太田川や町並みを見る参加者

き
え
ん
�

お
�

さ
ん
し
�

す
い
め
い
�

は
や
し

う
た

し
げ
た
か
�
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先　

役
場
総
務
課
防
災
係
　

1
8
5
ー
6
3
0
2

「
防
災
カ
ー
ド
」を
使
っ
て
家
族
み
ん
な
で
相
談
し
て
み
よ
う
！

９
月
１
日
は

防
災
の
日
で
す 

９
月
１
日
は

防
災
の
日
で
す 

災
害
は
、い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
襲
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、災
害
に

対
す
る
心
構
え
や
備
え
を
十
分
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」と
位
置
づ

け
、毎
年
、様
々
な
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
町
内
で
は
、東
海
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
が
町
、防
災
関
係
機
関
、各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。地
域
で
の
防
災

訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。ま
た
、各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た「
防
災
カ
ー
ド
」

を
活
用
し
て
、家
庭
内
で
も
避
難
場
所
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
相
談
を
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

我
が
家
の
安
全
を
確
認
で
き
た
ら
、

近
所
に
も
声
を
か
け
て
安
否
の
確
認
を

と
り
ま
し
ょ
う
。周
辺
に
身
体
の
不
自
由

な
人
、病
気
の
人
な
ど
が
い
た
場
合
は
協

力
し
合
っ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
を
日
ご
ろ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、役
場
か
ら
避

難
の
指
示
や
避
難
勧
告
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
に
は
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。（
一
時

避
難
場
所
と
は
家
の
近

く
の
公
民
館
な
ど
の
広

場
、広
域
避
難
場
所
と

は
学
校
や
総
合
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
広
場
で
す
）

地
震
発
生
後
に
多
く
の
人
が
電
話
を

か
け
る
と
、電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な

り
ま
す
。家
族
の
安
否
が
心
配
な
場
合

は
、公
衆
電
話
、N
T
T
の
災
害
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
1
7
1
、携
帯
電
話
の
災
害
伝

言
板
で
家
族
と
連
絡
を
と
り
ま
し
ょ

う
。安
全
が
確
認
で
き
た
ら
、不
必
要
な

電
話
や
携
帯
電
話
の
使
用
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

役
場
か
ら
の
指
示
・
勧
告
な
ど
が
な
く

て
も
、土
砂
災
害
や
火
災
な
ど
身
の
周

辺
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
場

合
は
、た
め
ら
わ
ず
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
が
発
生
す
る
と
う
そ
の
情
報
や

デ
マ
が
流
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。う
わ

さ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

役
場
な
ど
か
ら
の
情
報
に
注
意
し
、正
し

い
状
況
の
把
握
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

7
月
1
日
、解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る

旧
森
分
庁
舎
で
、県
警
機
動
隊
の
広
域

緊
急
援
助
隊
と
袋
井
署
、天
竜
署
の
方

面
機
動
隊
、袋
井
消
防
本
部
特
別
救
助

隊
の
計
約
60
人
が
参
加
し
て
合
同
救
助

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
連
携

の
確
認
と
、迅
速
か
つ
安
全
に
救
助
活
動

を
実
施
す
る
た
め
の
知
識
と
技
術
の
向

上
を
目
的
に
行
わ
れ
、鉄
の
扉
を
切
断

し
た
り
、閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
救
助
す

る
想
定
で
、３
階
床
に
削
岩
機
と
エ
ン
ジ

ン
カ
ッ
タ
ー
で
穴
を
開
け
る
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。 

近
所
や
周
囲
に
声
を
か
け
て
！

う
わ
さ
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
！

避
難
場
所
は
日
ご
ろ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
！

家
族
と
の
連
絡
手
段
を

　
　

あ
ら
か
じ
め
相
談
し
て
！

自
ら
状
況
判
断
し
て

　
　

避
難
行
動
す
る
こ
と
も
大
切
！

災
害
時
合
同
救
助
訓
練

災
害
時
合
同
救
助
訓
練

救助訓練の様子 

　

7
月
21
日
、袋
井
消
防
署
森
分
署
と

森
町
消
防
団
は
、太
田
川
親
水
公
園
で

県
消
防
防
災
航
空
隊
と
合
同
で
消
防
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
給
水
訓
練
を
計
90
人
の

参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、山
火
事
な
ど
で
上
空
か
ら
の

放
水
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
た
訓

練
で
、消
防
団
員
ら
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着

陸
場
所
の
安
全
確
保
と
住
民
が
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
安
全
を
確
保
し
、騒
音
や
風

圧
で
声
が
届
か
な
い
離
着
陸
時
に
行
う

誘
導
サ
イ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、エ
ン
ジ
ン
機
動
中
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
へ
太
田
川
か
ら
可
搬
ポ
ン
プ
で
水

3
0
0
リ
ッ
ト
ル
を
給
水
し
、放
水
す
る

訓
練
を
５
回
繰
り
返
し
実
施
し
、非
常

時
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
給
水
訓
練

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
給
水
訓
練

給水訓練の様子

６
月
の
環
境
月
間
を
中
心
に
、各
町
内

会
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

延
べ
約
4,
5
0
0
人
（
７
月
31
日
時
点
の

報
告
数
）が
参
加
し
、草
刈
り
・
側
溝
清
掃

（
延
長
約
22
㎞
）・
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い

（
約
2
3
0
袋
分
）に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
も
含
め
た
幅
広
い
世
代
が
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
環
境
美
化

活
動
に
取
り
組
み
、各
地
区
の
河
川
・
公
園
・

側
溝
な
ど
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

●
豊
田
合
成
㈱

　

工
場
周
辺
お

よ
び
寮
周
辺

の「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
」（
５
月

25
日
ほ
か
）

●
極
東
興
和
㈱

　

北
戸
綿
第
二

公
園
お
よ
び

周
辺
歩
道
の

草
刈
り
（
７

月
20
日
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
、年
間
を
通
し
て
、学
校

を
は
じ
め
多
く
の
団
体
が
環
境
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
森
町
が

よ
り
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会

事
業
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
生
活
課
生
活
保
全
係

　
　
　
　
　

1
８
５
ー
６
３
１
４

　

夏
場
は
水
分
の
多
い
野
菜
や
果

物
な
ど
の
生
ゴ
ミ
が
多
く
出
ま
す

が
、集
積
所
へ
出
す
と
き
は
水
分
を

よ
く
切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
が
多
い
と
、収
集
時
に
袋
が
破

れ
て
汚
水
が
道
路
に
飛
散
し
、不
衛

生
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、焼

却
場
で
も
ご
み
を
燃
や
す
効
率
が

悪
く
な
り
、燃
料
費

が
余
分
に
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　　

最
近
、燃
や
せ
る
ゴ
ミ
が
、町
の
指

定
ゴ
ミ
袋
以
外
の
袋
に
入
れ
て
出
さ

れ
た
り
、町
の
ゴ
ミ
袋
で
も
町
内
会

名
や
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
た

め
収
集
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。収
集
で
き
な
い
と
ゴ
ミ
が
カ

ラ
ス
や
猫
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
て
散

乱
し
、周
辺
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の

で
、必
ず
記
入
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

大勢の子供たちも参加した南戸綿町内会の清掃活動

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る
よ
う
、

ゴ
ミ
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る
よ
う
、

ゴ
ミ
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
！

〜
み
ん
な
で

　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
！
〜

〜
み
ん
な
で

　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
！
〜

町
内
会

事
業
所

各
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施

各
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施

燃
や
せ
る
ゴ
ミ

生
ゴ
ミ
な
ど
の
水
分
は
よ
く
切
っ
て
！

町
指
定
の
袋
に
町
内
会
名・氏
名
を

記
入
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

金
属
類
の
中
に
、カ
ッ
タ
ー
の
刃
や

針
な
ど
が
む
き
だ
し
で
入
っ
て
い
る

と
、地
区
の
人
や
収
集
業
者
が
負
傷

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、缶
な
ど
に
入

れ
て
安
全
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、医
療
用
の
注
射
針
な
ど
は
、病

院
で
処
理
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

弁
当
な
ど
の
容
器
を
、洗
わ
ず
に

汚
れ
や
残
飯
が
付
い
た
ま
ま
収
集

ネ
ッ
ト
に
入
れ
る
と
、汚
れ
が
ほ
か

の
き
れ
い
な
も
の
に
つ
い
て
し
ま
い
、

全
体
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

軽
く
水
洗
い
し
、汚
れ
が
ほ
か
に

つ
い
た
り
臭
気
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ

金
属
類
に
、カ
ッ
タ
ー
の
刃
や
針
を
出
す

場
合
は
缶
な
ど
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類（
容
器
包
装
）は
、

洗
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
！
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8
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ー
6
3
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時
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十
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し
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の
日
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け
、毎
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な
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取
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を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
町
内
で
は
、東
海
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
が
町
、防
災
関
係
機
関
、各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。地
域
で
の
防
災

訓
練
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、災
害
に
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。ま
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家
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に
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」

を
活
用
し
て
、家
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内
で
も
避
難
場
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や
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
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を
し
て
災
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に
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我
が
家
の
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を
確
認
で
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ら
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近
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も
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を
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安
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の
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を
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り
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に
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の
不
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の
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が
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囲
に
声
を
か
け
て
！

う
わ
さ
や
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
！

避
難
場
所
は
日
ご
ろ
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
を
！

家
族
と
の
連
絡
手
段
を

　
　

あ
ら
か
じ
め
相
談
し
て
！

自
ら
状
況
判
断
し
て

　
　

避
難
行
動
す
る
こ
と
も
大
切
！

災
害
時
合
同
救
助
訓
練

災
害
時
合
同
救
助
訓
練

救助訓練の様子 

　

7
月
21
日
、袋
井
消
防
署
森
分
署
と

森
町
消
防
団
は
、太
田
川
親
水
公
園
で

県
消
防
防
災
航
空
隊
と
合
同
で
消
防
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
給
水
訓
練
を
計
90
人
の

参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、山
火
事
な
ど
で
上
空
か
ら
の

放
水
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
備
え
た
訓

練
で
、消
防
団
員
ら
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
着

陸
場
所
の
安
全
確
保
と
住
民
が
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
安
全
を
確
保
し
、騒
音
や
風

圧
で
声
が
届
か
な
い
離
着
陸
時
に
行
う

誘
導
サ
イ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、エ
ン
ジ
ン
機
動
中
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
へ
太
田
川
か
ら
可
搬
ポ
ン
プ
で
水

3
0
0
リ
ッ
ト
ル
を
給
水
し
、放
水
す
る

訓
練
を
５
回
繰
り
返
し
実
施
し
、非
常

時
の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
給
水
訓
練

消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
給
水
訓
練

給水訓練の様子

６
月
の
環
境
月
間
を
中
心
に
、各
町
内

会
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

延
べ
約
4,
5
0
0
人
（
７
月
31
日
時
点
の

報
告
数
）が
参
加
し
、草
刈
り
・
側
溝
清
掃

（
延
長
約
22
㎞
）・
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い

（
約
2
3
0
袋
分
）に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

小
中
学
生
も
含
め
た
幅
広
い
世
代
が
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
環
境
美
化

活
動
に
取
り
組
み
、各
地
区
の
河
川
・
公
園
・

側
溝
な
ど
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

●
豊
田
合
成
㈱

　

工
場
周
辺
お

よ
び
寮
周
辺

の「
ゴ
ミ
ゼ
ロ

運
動
」（
５
月

25
日
ほ
か
）

●
極
東
興
和
㈱

　

北
戸
綿
第
二

公
園
お
よ
び

周
辺
歩
道
の

草
刈
り
（
７

月
20
日
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
、年
間
を
通
し
て
、学
校

を
は
じ
め
多
く
の
団
体
が
環
境
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
森
町
が

よ
り
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会

事
業
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
生
活
課
生
活
保
全
係

　
　
　
　
　

1
８
５
ー
６
３
１
４

　

夏
場
は
水
分
の
多
い
野
菜
や
果

物
な
ど
の
生
ゴ
ミ
が
多
く
出
ま
す

が
、集
積
所
へ
出
す
と
き
は
水
分
を

よ
く
切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

水
分
が
多
い
と
、収
集
時
に
袋
が
破

れ
て
汚
水
が
道
路
に
飛
散
し
、不
衛

生
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、焼

却
場
で
も
ご
み
を
燃
や
す
効
率
が

悪
く
な
り
、燃
料
費

が
余
分
に
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　　

最
近
、燃
や
せ
る
ゴ
ミ
が
、町
の
指

定
ゴ
ミ
袋
以
外
の
袋
に
入
れ
て
出
さ

れ
た
り
、町
の
ゴ
ミ
袋
で
も
町
内
会

名
や
氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
た

め
収
集
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。収
集
で
き
な
い
と
ゴ
ミ
が
カ

ラ
ス
や
猫
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
て
散

乱
し
、周
辺
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の

で
、必
ず
記
入
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

大勢の子供たちも参加した南戸綿町内会の清掃活動

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る
よ
う
、

ゴ
ミ
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
！

み
ん
な
が
気
持
ち
よ
く
す
ご
せ
る
よ
う
、

ゴ
ミ
は
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
！

〜
み
ん
な
で

　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
！
〜

〜
み
ん
な
で

　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
！
〜

町
内
会

事
業
所

各
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施

各
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
が
環
境
美
化
活
動
を
実
施

燃
や
せ
る
ゴ
ミ

生
ゴ
ミ
な
ど
の
水
分
は
よ
く
切
っ
て
！

町
指
定
の
袋
に
町
内
会
名・氏
名
を

記
入
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

金
属
類
の
中
に
、カ
ッ
タ
ー
の
刃
や

針
な
ど
が
む
き
だ
し
で
入
っ
て
い
る

と
、地
区
の
人
や
収
集
業
者
が
負
傷

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、缶
な
ど
に
入

れ
て
安
全
に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、医
療
用
の
注
射
針
な
ど
は
、病

院
で
処
理
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

弁
当
な
ど
の
容
器
を
、洗
わ
ず
に

汚
れ
や
残
飯
が
付
い
た
ま
ま
収
集

ネ
ッ
ト
に
入
れ
る
と
、汚
れ
が
ほ
か

の
き
れ
い
な
も
の
に
つ
い
て
し
ま
い
、

全
体
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

軽
く
水
洗
い
し
、汚
れ
が
ほ
か
に

つ
い
た
り
臭
気
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ

金
属
類
に
、カ
ッ
タ
ー
の
刃
や
針
を
出
す

場
合
は
缶
な
ど
に
入
れ
て
出
し
ま
し
ょ
う
！

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類（
容
器
包
装
）は
、

洗
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
！
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

アナウンサーが絵本を朗読
森小学校で7月1日、静岡第一テレビによる出

張朗読会が開催され、5年生65人の前でアナウ
ンサーが絵本「おおきなけやき」の読み聞かせを
行いました。児童らはプロのアナウンサーが朗読
する1本の老木と森の生き物たちの心温まる物語
に、じっと聞き入っていました。また、朗読会の後
には手回し発電機を使った実験やクイズも行わ
れ、児童らは環境やエネルギーの問題について
学びました。

自転車免許を取得したよ
飯田小学校で7月2日、4年生38人を対象に自

転車免許安全講習会が開かれました。児童らは
交通安全指導員から自転車の基本的な交通ルー
ルを教わったあと、学科テストを受験。続いて運動
場に設営されたコースで、一時停止の標識や障
害物がある場合の安全確認の仕方など、正しい
走行方法の指導を受けました。テストを無事修了し
た児童らには、交通ルールが書かれた自転車免
許証が交付されました。

楽しい老後にするために
森町文化会館小ホールで7月7日、「これで安

心！ 私の老後」と題して講演会とパネルディスカッ
ションが行われ、約150人が参加しました。NTT東
日本関東病院リハビリテーション科部長の稲川利
光医師が講演を行い、生活の範囲を広げることが
心身の機能維持につながることなどを話しました。
またパネルディスカッションでは、森町病院の中村
院長ら3人のパネリストが地域の医療や福祉につ
いて議論を深めました。

▲アナウンサーの朗読に聞き入る児童たち

▲自転車の正しい乗り方を教わる児童

▲意見交換をする稲川医師（左端）ら
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

知ってる？税金のこと
天方小学校で7月10日、租税教室が開催され、

6年生13人が役場税務課職員から税金について
の授業を受けました。児童らは、公園やタクシーな
どの身近な施設や設備のうち税金が使われてい
るものはどれかを当てる○×クイズや、小学生1人
当たりに教育費として使われる税金の額を当てる
問題に挑戦。また、税金の種類や使い方、森町の
税金の内訳などについて説明を受け、税金につ
いて興味をもった様子でした。

天体望遠鏡で星空観察
7月18日から20日までの3日間、文化会館小ホー

ル前で親子星空教室が開催され、夏の星空を
天体望遠鏡で見ようと3日間で約80人の親子連
れが訪れました。アマチュア天文家の池谷薫さん

（三倉・大久保）が講師を務め、天体望遠鏡の使
い方や、星について解説。19日と20日はあいにく
のくもり空となりましたが、雲の切れ間から月が顔
を出すたびに参加者らは天体望遠鏡をのぞき込
み、クレーターが見えると大きな歓声を上げました。

避難所運営をゲームで体験
宮園小学校で7月19日、西部危機管理局職員

らを指導員に招き、6年生50人が避難所運営ゲー
ム（HUG）体験を行いました。今回は、従来の大
人用のHUGを、小学生でも取り組みやすいように
試験的に改良して実施。児童らは5、6人ずつのグ
ループに分かれ、それぞれ事情のある避難者をど
の場所に配置するかや、避難所で起こる様々な
出来事にどう対処するかについて活発に意見を
出し合い、適切な答えを素早く出さなければならな
い作業に真剣に取り組みました。

▲税金のクイズに挑戦する児童たち

▲天体望遠鏡をのぞき込む子どもたち

▲意見を出し合う児童たち
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10

風
し
ん

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

接
種
費
用
一
部
助
成

部
助
成
に
つ
い
て

に
つ
い
て
�

風
し
ん

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

接
種
費
用
一
部
助
成

部
助
成
に
つ
い
て

に
つ
い
て
�

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成
に
つ
い
て
�

役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係

1
8
5
ー
6
3
3
0

問
い
合
わ
せ
先

 
県
で
実
施
す
る
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

緊
急
対
策
事
業
に
よ
り
、
7
月
16 
日
か
ら

接
種
費
用
の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
本
ワ
ク
チ
ン
は
、
法

律
上
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
よ
く
理
解
し
た

う
え
で
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
�

�
現
在
、
首
都
圏
や
関
西
で
は
成
人
男
性

を
中
心
に
風
し
ん
が
流
行
し
、
県
内
に
お

い
て
も
近
年
で
患
者
数
が
最
も
多
い
状
況

で
す
。
妊
娠
初
期
に
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
、
胎
児
に
感
染
す
る
と
高
い
確
率

で
発
生
す
る
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
（
難

聴
、
先
天
性
心
疾
患
、
白
内
障
お
よ
び
網

膜
症
な
ど
）
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

●
対
象
者
：
森
町
に
お
住
ま
い
で
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
を
１
回
も
接
種
し
た
こ
と
が

な
い
人
（
不
明
を
含
む
）
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
 

①
妊
娠

し
て
い
る
女
性
の
同
居
家
族
 

②
妊
娠

を
予
定
ま
た
は
希
望
す
る
女
性
（
※
①

の
人
は
予
診
票
の
妊
婦
名
お
よ
び
出
産

予
定
日
記
入
欄
で
確
認
し
ま
す
）
�

●
助
成
期
間
：
平
成
25
年
7
月
16 
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
�

●
対
象
ワ
ク
チ
ン
：
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
、

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち

ら
か
�

●
接
種
費
用
：
各
医
療
機
関
で
決
め
ら
れ

た
接
種
料
金
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い

た
金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
助
成
額
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

4,
0
0
0
円
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
5,
0
0
0
円
で
す
。
�

●
助
成
回
数
：
１
人
に
つ
き
１
回
�

●
医
療
機
関
：
町
内
、
袋
井
市
内
、
旧
豊

岡
村
内
の
協
力
医
療
機
関
�

●
女
性
の
方
へ
：
妊
娠
の
可
能
性
が
あ
る

人
は
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
接
種

す
る
1 
か
月
前
か
ら
避
妊
し
、
接
種
後

2
か
月
間
は
妊
娠
し
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
�

※
接
種
歴
が
分
か
ら
な
い
人
は
左
表
を
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
�

誕生年月日�

～S37.4.1

S37.4.2～S54.4.1

S54.4.2～S62.10.1

S62.10.2～H2.4.1

H2.4.2～�

性別�

男性・女性�定期接種なし�

定期接種なし�

2回接種�

中学時に集団接種�

中学時に1回接種�

1歳～7歳6か月
までに1回接種�

男性・女性�

男性・女性�

男性・女性�

男性�

女性�

感染�
危険度�定期接種の状況�

大�

大�

中�

中�

中�

小�

�

ひ
と
ひ
と
り
親
家
庭

親
家
庭
（
母
子
母
子
・
父
子
家
庭

父
子
家
庭
）
を
対
象
と

を
対
象
と
し
た
し
た
�

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
申
請
は
お
済
み
済
み
で
す
か
す
か
�

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子
家
庭
）
を
対
象
と
し
た
�

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
�

役
場
保
健
福
祉
課
厚
生
係  

1
8
5
ー
1
8
0
0

問
い
合
わ
せ
先

� 対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
18
歳
ま
で
（
お
子
さ
ん
に
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま

　
で
）
の
子
ど
も
の
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
人
�

�
1
 

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も
�

�
2
 

父
親
ま
た
は
母
親
が
死
亡
し
た
子
ど
も
�

�
3
 

父
親
ま
た
は
母
親
が
重
度
の
障
害
を
持
つ
子
ど
も
�

�
4
 

父
親
ま
た
は
母
親
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も
�

�
5
 

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
�

�
6
 

父
親
ま
た
は
母
親
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も
�

�
7
 

そ
の
ほ
か
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
子
ど
も
�

 

支
給
額
（
月
額
）

�
▽
第
1 
子
…
9,
7
8
0
円
〜
4
1 ,
4
3
0
円
�

　
（
物
価
水
準
や
所
得
額
に
応
じ
て
増
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
�

�
▽
第
2
子
…
5,
0
0
0
円
�

　
▽
第
3
子
以
降
…
3,
0
0
0
円
�

 

手
続
き
に
必
要
な
も
の

�
1
 

住
民
票
�

�
2
 

認
め
印
�

�
3
 

振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
振
込
情
報
の
記
載
さ
れ
た
通
帳
）
�

�
4
 

申
請
者
と
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
戸
籍
謄
本
�

�
5
 

年
金
手
帳
�

�
6
 

平
成
25
年
度
所
得
課
税
証
明
（
平
成
25
年
1 
月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
）
�

�
【
外
国
人
の
方
は
 

1
 

〜
 

6
 

に
加
え
て
 

7
 

〜
 

9
 

が
必
要
で
す
】
�

�
7
 

未
婚
・
離
婚
証
明
書
と
そ
の
日
本
語
訳
�

�
8
 

パ
ス
ポ
ー
ト
�

�
9
 

在
留
カ
ー
ド
�

�
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公立森町病院 285-2181

informed
consent

7
月
13
日
、
病
棟
デ
イ
ル
ー
ム
に
お

い
て
、
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
榊
原
彩
さ
ん
と

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
栗
田
竜
次
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

童
謡
な
ど
の
馴
染
み
深
い
曲
を
中
心
に
約

1 
時
間
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
榊

原
さ
ん
と
栗
田
さ
ん
が
織
り
な
す
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
合
わ
せ
て
患
者
さ
ん
、
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
、
職
員

が
合
唱
す
る

場
面
も
見
ら

れ
、
演
奏
後

に
は
会
場
が

大
き
な
拍
手

で
包
ま
れ
ま

し
た
。
�

���森
地
域
在
宅
ケ
ア
研
究
会
（
世

話
人
代
表
・
院
長
　
中
村
昌
樹
）

は
7
月
20
日
、
森
町
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
で
在
宅
ケ
ア
学
術
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。
�

講
師
に
は
、
日
本
在
宅
ホ
ス

ピ
ス
協
会
会
長
を
務
め
る
小
笠

原
内
科
（
岐
阜
市
）
院
長
の
小

笠
原
文
雄
先
生
を
招
き
、
「
在
宅
緩
和
ケ

ア
と
地
域
連
携
の
実
際
」
と
題
し
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

小
笠
原
先
生
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

に
携
わ
る
職
員
、
看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
参
加
し
た
1 
8
0
人
の
前
で
「
最
後
ま

で
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
の
大
切
さ

を
事
例
を
交
え
て
力
説
。
ま
た
「
人
生
の

最
期
は
自
宅
で
迎
え
た
い
」
と
い
う
本
人

の
希
望
を
か
な
え
て
在
宅
ケ
ア
を
実
践
す

る
た
め
に
は
、
地
域
連
携
が
重
要
で
あ
る

と
い
う
持
論
を
展
開
し
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
�

在
宅
ケ

在
宅
ケ
ア
学
術
講
演
会
を

学
術
講
演
会
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
�

在
宅
ケ
ア
学
術
講
演
会
を
�

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
�

�

�

七
夕
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
に
集
う
集
う
�

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
に
集
う
�

ぶ
ん
ゆ
う
�

▲演奏をする榊原さん（右）と栗田さん�

▲在宅ケアの実践例を話す�
　小笠原先生�

�

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
8
5
ー
6
3
4
1

E-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim

achi.�
shizuoka.jp

問
い
合
わ
せ
先

� 
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！
�

 
認
知
症
の
人
は
年
々
増
加
し
、
全
国
で

3
0
0
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
約
半
数
は
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
認
知
症
の
人
や
家
族
の
暮
ら
し
を
支

え
る
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
で
の
声
か
け
や
見
守
り
と

い
っ
た
日
常
的
な
手
助
け
も
必
要
で
す
。
�

�
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
支
援

す
る
応
援
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
 
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
治
療
�

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
�

1
 

認
知
症
に
対
し
て
正
し
く
理
解
し
、

偏
見
を
も
た
な
い
。
�

2
 

認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
温
か

い
目
で
見
守
る
。
�

3
 

近
隣
の
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
し

て
、
自
分
な
り
に
で
き
る
簡
単
な
こ

と
か
ら
実
践
す
る
。
�

4
 

地
域
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
、
相
互

扶
助
・
協
力
・
連
携
を
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
る
。
�

5
 

ま
ち
づ
く
り
を
担
う
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
。
�

�
�

 
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は
�

●
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
、
具

体
的
な
対
応
方
法
な
ど
の
養
成
講
座
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
種
団
体
や

町
内
会
な
ど
に
出
向
き
講
座
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
�

●
受
講
さ
れ
た
人
に
は
「
認
知
症
の
人
を

支
援
し
ま
す
」
と
い
う
意
志
を
示
す
目

印
の
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
す
。
�

�
　
�

 
認
知
症
は
だ
れ
で
�

も
な
る
可
能
性
が
あ
�

り
ま
す
。
他
人
事
で
�

は
な
く
自
分
た
ち
の
�

問
題
だ
と
考
え
、
何
�

が
で
き
る
か
考
え
て
�

み
ま
し
ょ
う
。
�



◆石松カップ（5年生）

宮園小 飯田青葉

　森ＪＶＣは、県大会へ出場し、２回戦を勝ち抜き２９日
の準々決勝で強豪クローバーズ（県大会優勝チーム）
と対戦。フルセットの接戦の末、惜しくも敗れましたが、
県大会ベスト８という素晴らしい成績を収めました。

　森町スポーツ推進
委員会は、「元気もり
もりスポーツ教室」を
開き、ペタボードや吹
き矢など幼稚園児か
らお年寄りまで一緒
になって、簡単にでき
るスポーツを楽しみ
ました。

白熱するドッジボール大会の様子白熱するドッジボール大会の様子

森ＪＶＣの選手たち森ＪＶＣの選手たち

７月７日（日）／森町中央体育館
優　勝　ドキンちゃん
　　　　（森地区）　
準優勝　谷中子ども会
　　　　（園田地区）
 ３　位　一宮Ａ
　　　　（一宮地区）

6月23日（日）・29日（土）／島田ローズアリーナ

７月21日（日）／森小学校体育館

吹き矢に挑戦する参加者

  ７月21日（日）／森町の太田川上流（吉川）

鮎釣り大会の様子

　太田川漁業協同組合主催の
鮎友釣り大会が行われ、町内
外から鮎釣りの精鋭22人が参
加し、釣果を競い合いました。

ちようか

優勝  神麻正　（円田）　 重量528g  12匹
２位  岩本恵司（袋井市） 重量489g  11匹
３位  天野一郎（明治町） 重量472g  10匹

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 4,500円
　　　　　　一　般 5,000円
　　　　 (当日は500円増し）

土
8/24 開場 15:30

開演 16:00
開場 17:30
開演 18:00

加藤登紀子
コンサート
～詩と歌の世界～

日
9/22 土

10/5開場 13:30
開演 14:00

岡本知高
ソプラニスタ・コンサート
～Concerto del Sopranista2013～

日
9/8
梅沢富美男
特別公演

八神純子
コンサートツアー2013
　～Here I am～

開場 17:30
開演 18:00金

11/29

チケット好評発売中！
チケット完売御礼！！
チケット好評発売中！チケット好評発売中！ チケット好評発売中！

全席
指定

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 5,000円
　　　　　　一　般 5,500円

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 3,000円
　　　　　　一　般 3,500円

昼の部 12:30/13:00
夜の部 16:30/17:00

開場 /開演

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　　　　　　　　　　　　 ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※前売販売で完売の場合は、当日販売は

ありません。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 5,000円
　　　　　　一　般 5,500円

全席
指定 全席

指定
全席
指定

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 一　　　般 3,000円
　　　　　  高校生以下 1,500円

全席
指定

開場 14:30
開演 15:00

日
12/15

ところ：森町文化会館 大ホール
入場料：　　 友の会 5,000円
　　　　　　一　般 5,500円

全席
指定

※宝くじの助成により、特別料金になっています。

9月1日(日)～
電話予約 : 9月3日(火)～

宝くじ文化公演
ロシア国立モスクワ・クラシック･バレエ
～白鳥の湖～
全3幕4場

ゴダイゴコンサート2013

チケット発売日
友の会 : 9月14日（土）
一　般 : 9月15日（日）
電話予約 :9月16日（月・祝）

チケット
発売日

昼の部
夜の部
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

9

■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

結婚相談
（9:00～11:30）■所保
健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

ボディートークを楽
しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

移動子育て支援
センター

（10:00～11:30）
■所天方生活改善センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
ポリオ予防接種

（13:30～）■所保健福
祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521

年金相談（要予約）
（9:30～11:30）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
 　10537-21-5521

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
人権相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

■所■問児童館
　 　 185-2839

★
◎
▲

■問児童館
　 185-2839△ ■所保健福祉センター△▲

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314

人権相談
行政相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　 185-6312
胸部検診

■問役場保健福祉課
　 185-6330
※検診会場、時間について
　はお問い合わせください。

無料法律相談
（13:30～16:30）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
　185-6312

おはなしぶらんこ※
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

おはなしぶらんこ※

森のくまさん広場※ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769
縁日

（10:00～12:00、　 
  13:00～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

クッキングクラブ
（10:00～13:00）
■所保健福祉センター
■問児童館
　 185-2839

3歳児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
移動児童館

（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769

作ってみよう
（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
移動児童館

（15:00～16:30）
■所飯田小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

1歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

おはなしぶらんこ※
おりがみ教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館
　 　 185-2839

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
　 185-5769
赤ちゃん健康相談

（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
　 10537-21-5521
BCG接種

（13:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330

気軽に健康
チェックの日

（10:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

赤ちゃん健康相談
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
　 185-6330
森のくまさん広場※

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
　 184-4255
移動児童館

（15:00～16:30）
■所宮園小学校体育館
■問児童館
　 185-2839

おはなしぶらんこ※
お楽しみゲーム
大会

（14:30～15:00）
■所■問児童館
　 　 185-2839

移動子育て支援
センター

（10:00～11:00）
■所天方生活改善センター
■問子育て支援センター
　 184-4255

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:30）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
　 185-6314
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●4月1日（金）～3日（日）（10:30～11:30）作陶展

体験センターの展示ホールで、ア
クティ森陶芸教室の生徒による作
品展を開催します

要予約

9月の納税など

■ 固定資産税・都市計画税 …第2期分
■ 国民健康保険税…………第1期分

鮎のつかみ取り

●ききょう園開園
　 7月25日（木）まで
　■所香勝寺 185-3630
●夏はぎ見ごろ
　 7月下旬まで　■所蓮華寺 185-5374

●あじさい園開園
　 7月7日（日）まで

　■所極楽寺 189-7407

花巡り花巡り
一番

咲き

■ 国民健康保険税…第3期分
■ 後期高齢者医療保険料
　 （普通徴収）………第2期分

アクティ森
イベント情報

アクティ森で
自然とふれあう夏
アクティ森で
自然とふれあう夏
●9月23日（月）までの
　土 ・ 日 ・ 祝日
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情報ステーションステーションステーションステーション information

訪問看護師就業セミナー

訪問看護のやりがい・楽しさ・おもし
ろさを知っていただくために、訪問看護
師就業セミナーを開催します。訪問看護
の実際についてわかりやすく説明します。
と	 き　9月18日㈬　9:30～12:30、
見学実習（希望日で3時間程度）、9月
25日㈬　9:30～12:30
ところ　掛川市東部地域健康医療支援
センター（掛川市薗ヶ谷881-1）

対象者　看護職有資格者
その他　参加費無料、無料託児あり
　（要事前予約）
申込締切　9月9日㈪
申込方法　電話またはファックスで
お申込みください
申・問　静岡県訪問看護ステーション
協議会
　2054-275-3339、5054-275-3338

福祉の職場体験参加者募集

体験期間　平成26年2月までの間の3
～10日間
体験場所　指定の受入施設・事業所
で、参加者が希望するところ（高齢
者関係・障がい者関係・児童関係
の事業所、救護施設）
対象者　社会福祉やその仕事に関心
のある人、学生（高校生以上）
内	 容　利用者との交流、利用者の介護・
介助、作業補助

参加費　無料（ただし体験先までの交
通費と食事代は自己負担）
申込方法　所定の申込書に必要事項
を記入し、郵送またはファックスで
お申込みください
問　静岡県社会福祉人材センター　

2054-271-2110、5054-272-8831

地域医療シンポジウムinきくがわ
「みんなで育む地域医療」

県は9月を「地域医療を考える月間」
と制定し、医療従事者と県民が協働し

て地域医療を支えていく社会を作るた
めの事業を展開します。この月間の一
環としてシンポジウムが開催されます。
と	 き　9月28日㈯　14:00～16:00
　（開場13:30）
ところ　菊川文化会館アエル小ホール
　（菊川市本所2488-2）
内	 容　基調講演「築こう住民・行政・医
療者の輪」（講演者：菊川市立総合病院村
田英之院長）、パネルディスカッション
「地域医療を育むための住民活動」
申込方法　森町病院受付にある申込
用紙に記入のうえ、申込み
その他　参加費無料、定員300人
主	 催　森町病院友の会、NPO法人ブ
ライツ、f.a.n.地域医療を育む会、御
前崎市地域医療を育む会、静岡県西部
保健所、国立大学法人浜松医科大学
問・申　公立森町病院　185-2181、
585-2510

動物愛護フェスティバル

動物たちと楽しくふれあうことで、動物
を愛護する気持ちを養います。講演会も併せ
て実施します。入場料・参加費は無料です。
と	 き　9月22日㈰　10:00～15:00
ところ　アミューズ豊田
　（磐田市上新屋304）
内	 容　ポニーの乗馬体験、海辺の生
き物とのふれあいコーナー、小動物
とのふれあいコーナー、昆虫の展
示、犬の譲渡会、優秀絵画や作文の
展示、動物愛護関係表彰式など
○講演会
テーマ　「愛犬と同行避難をするために、
今からできる準備」
時	 間　13:00～14:00
ところ　豊田図書館2階AVホール
　（アミューズ豊田となり）
内	 容　災害時に大切なペットと一
緒に避難した場合に、とても役立つ
しつけ方を楽しく学びます。
講	 師　JAHA認定家庭犬しつけイン
ストラクター利岡裕子さん

問　（一社）静岡県動物保護協会磐田
支部事務局（磐田市役所環境課）　
237-2702、537-5565

就職面接会
「第2回就職応援フェア」開催

と	 き　9月11日㈬　13:00～16:00
ところ　アクトシティ浜松
　展示イベントホール
　（浜松市中区中央3-12-1）
対象者　学生・生徒を除く一般求職者
内	 容　企業の人事担当者との面談・
面接、ハローワークやジョブステー
ションなどの就職相談コーナー
参加企業　県内に就業場所があり、正
社員としての採用計画のある企業
持ち物　履歴書
（複数の企業を受ける場合は複数枚）
その他　入場無料
問　静岡県経済産業部就業支援局雇用
推進課　2054-221-2573

障害者就職面接会開催

と	 き　9月18日㈬　13:00～16:00
　（受付12:30～）
ところ　小笠山総合運動公園エコパ　
スタジアム1階大会運営室
　（袋井市愛野2300-1）
内	 容　就職希望の障害者と企業と
の個別相談・面接、ハローワークそ
の他支援機関の相談コーナー
参加企業　磐田・掛川地区の約25社
を予定
その他　事前申込み不要、参加無料。
複数社の面接に備え、履歴書は複数
枚用意しましょう。
問　ハローワーク磐田　232-6181、
537-7447

野菜茶業研究所金谷茶業研究拠点
一般公開

と	 き　9月10日㈫　9:30～15:00
ところ　野菜茶業研究所金谷茶業研究
拠点（島田市金谷猪土居2769）

内	 容　緑茶の試飲、トマトの試食、手
作り紅茶体験、乗用型肥料散布機の実
演、セミナー、展示、病害虫の顕微鏡
観察と技術相談、煎茶の成分分析など

その他　参加無料、事前申込み不要、
どなたでもお越しいただけます
問　野菜茶業研究所金谷茶業研究拠
点茶業チーム　20547-45-4105、
50547-46-3066、ホームページ
http://www.naro.affrc.go.jp/
vegetea/introduction/kanaya/
index.html
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全国一斉「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間

〜ひとりで悩まず、電話してください〜
内	 容　いじめやいやがらせ、虐待な
どに困っていたら、お電話ください。
期	 間　9月9日㈪～15日㈰の7日間
時	 間　8:30～19:00、ただし土・日
曜日は10:00～17:00
相談電話　20570-003-110
主	 催　静岡地方法務局、静岡県人権
擁護委員連合会

9月11日は「警察相談の日」
県警ふれあい相談室

犯罪などによる被害の未然防止に
関する相談・その他県民の安全と平
穏についての相談に応じています。
プライバシーは厳守しますので、お
気軽にご相談ください。
110番は事件・事故などへの緊急通

報ですから、相談については下記の警
察相談専用電話を利用してください。
○警察相談専用電話（24時間受付）
プッシュ回線　#9110（携帯電話、
PHS、IP電話からも利用できます
が、ダイヤル式電話および一部のIP
電話については利用できないこと
があります）
ダイヤル回線　2054-254-9110
※「県警ふれあい相談室」のほかに
も、各種相談窓口が設置されていま
す。詳しくは県警ホームページ
（http://www.police.pref.shizuoka.
jp/）をご覧ください。
問　袋井警察署　241-0110

地域若者サポートステーション
はままつ

働きたいけれど、一歩を踏み出せな
い若者の就業的自立を支援します。
支援内容
①キャリアコンサルティング…キャリ
アコンサルタント（働くことについ
ての相談支援の専門家）が、一人ひ
とりの状態に合わせて相談します

②支援プログラム…ソーシャルスキル
トレーニング、職場見学などで就職
に向けて具体的な準備を行います
ところ　地域若者サポートステー
ションはままつ
　（浜松市立勤労青少年ホーム内）
　（浜松市中区船越町11-11）
対象者　就労を目指している15歳～
39歳の若者とその家族
申込方法　電話でご予約ください
問・申　地域若者サポートステーション
はままつ
　2・5053-581-8707

第26回森町産業祭「もりもり2万人
まつり&農業祭」出店者募集

と	 き　11月17日㈰　9:10～16:00
ところ　文化会館お祭り広場および
駐車場
申込方法　申込書などに必要事項を
記入のうえ、提出してください
　（ファックス可）
申込期間　9月2日㈪～30日㈪
出店料
町内出店者：
　テント1張りにつき7,000円
町外出店者：
　テント1張りにつき14,000円
電気利用料　コンセント1個につき
3,000円
※詳しくは森町ホームページをご覧いた
だくか、事務局までお問合せください

問　産業祭実行委員会
　（事務局：役場産業課商工観光係）　
　285-6319、585-5259

文部科学省・中卒認定試験

「中学校卒業程度の学力があるこ
と」を国が認定する試験で、合格者は
高校入学資格が得られます。
試験日　10月28日㈪
ところ　静岡県教育会館
（静岡市葵区駿府町1-12）
出願期間　8月28日㈬～9月13日㈮
問　静岡県教育委員会特別支援教育室　

2054-221-2090、5054-221-3558
　（〒420-8601静岡市葵区追手町9-6）

自衛官等募集案内

○航空学生
資	 格　高校卒業（見込み含む）21歳
未満の人

受付期間　9月6日㈮まで（必着）
○一般曹候補生
資	 格　18歳以上27歳未満の人
受付期間　9月6日㈮まで（必着）
○自衛官候補生
資	 格　18歳以上27歳未満の人
受付期間　男子：通年、女子：9月6日㈮
まで（必着）
○防衛大学学生（一般・前期）
資	 格　高校卒業（見込み含む）21歳
未満の人

受付期間　9月5日㈭～30日㈪（必着）
○防衛医科大学看護学科（自衛官コース）
資	 格　高校卒業（見込み含む）21歳
未満の人
受付期間　9月5日㈭～30日㈪（必着）
問　自衛隊袋井地域事務所　243-
3717、ホームページhttp://www.
mod.go.jp/pco/sizuoka/

看護師等再就業準備講習会
のお知らせ

ナースセンターは皆さんの再就業
のお手伝いをします。
と	 き　9月4日㈬、5日㈭、6日㈮の
3日間　9:00～16:00
ところ　JA静岡厚生連遠州病院
　（浜松市中区中央1-1-1）
対象者　看護の仕事をしていない看
護職免許保有者
内	 容　講義と実技で、看護の魅力、
最近の看護の動向や看護の基礎技
術を学びます
料	 金　受講料無料、託児費一部補助
申込期限　8月23日㈮※定員20人を
超えた場合は受付順
申込方法　所定の用紙にて受け付け
ます。下記まで電話・ファックス・
e-メールにてご連絡ください
問・申　静岡県ナースセンター西部支所

2・5053-454-4335
e-メールhamamatu@nurse-center.
net
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　森町健康づくり食生活推進協議会では「私たちの健康は私
たちの手で」をキャッチフレーズに、食生活の改善と健康づく
りにつながる料理づくりに取り組んでいます。

生鮭…………………… 4切れ
塩………………………… 少々
小麦粉…………………… 適量
サラダ油…………… 大さじ１
玉ねぎ…………………1／3個
赤パプリカ ……………1／3個
黄パプリカ ……………1／3個
きゅうり ………………1／2本
調味液
　だし汁……………… 120cc
　リンゴ酢または穀物酢
　………………………大さじ4
　しょうゆ ……………大さじ1
　砂糖…………………大さじ4
塩………………… 小さじ1／3

にがうり ……80ｇ（大1／3本）
玉ねぎ………80ｇ（中1／2個）
にんじん………………… 20ｇ
豆腐…………………… 200ｇ
かにかま ………………… 4本
ごま油…………………大さじ1
湯……………………… 600cc
Ａ
　鶏がらスープの素……大さじ1
　しょうゆ ……………大さじ2
　酒……………………大さじ2
　こしょう ……………… 少々

①にがうりは縦に2等分し、中の種
をスプーンでかき出して薄切りに
する。玉ねぎも薄切り、にんじん
は細切りにする。
②かにかまは食べやすい大きさに
切る。

③鍋にごま油を熱し、①の野菜をさ
っと炒めて湯を入れ、次に豆腐を
手でほぐしながら入れ、最後にか
にかまを入れる。
④③にＡの調味料を入れて味を調
える。

①鮭は食べやすい大きさに切り、塩・
小麦粉をまぶす。（皮･骨はなるべ
く取る）　
②玉ねぎはみじん切りにして水にさ
らし、水気を切る。パプリカ・きゅうり
は5mm角に切る。

③バットに調味液を合わせておく。
④フライパンにサラダ油を熱して鮭
を焼き、熱いうちに調味液に漬ける。

⑤フライパンに残った油で玉ねぎ・パ
プリカをさっと炒めて④に加え、き
ゅうりも加える。
⑥味がなじんだら盛りつける。

材料（4人分）

材料（4人分）

作り方

作り方

　揚げずに作れる簡単な南蛮漬
けは、甘めのお酢とだし汁

のうまみで子どもでも食べやすい
マイルドな風味です。一緒

に漬けるきゅうりやパプリカのぱり
ぱりの食感もおいしさをひ

きたたせてくれます。鮭のかわりに
あじやいわしを使ってもお

いしくできます。
　また、夏の定番野菜にがうりは

ゴーヤやレイシとも呼ばれ

ていますが、ビタミンＣが豊富で夏
バテの予防、食欲増進に

効果があります。総合検診の試食
として好評だったにがうり

と豆腐のチャンプルスープもこの
夏ぜひ食べていただきた

い一品です。

●問い合わせ先　役場保健福祉
課保健係　185-6330

にがうりと豆腐のチャンプルスープ
（1人分：131キロカロリー、塩分1.6ｇ）

鮭の南蛮漬け
（1人分：208キロカロリー、塩分1.0ｇ）

広報もりまち
平成25年8月
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8月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,400（ー  8）
人口 男……  9,732（－13）
 女……  9,893（ー  8）
 計……19,625（－21）
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